
佐久建設事務所 道路事業による整備効果事例

一般県道 塩名田佐久線 佐久市 中佐都 地区（社会資本整備総合交付金事業）

○一般県道塩名田佐久線は、佐久市塩名田を起点とし、佐久岩村田に至る道路。
○中部横断自動車道の『佐久中佐都ＩＣ』開通（Ｈ２３年３月）に伴う、通過交通量の増加による渋滞の緩和や、中部横断自

動車道へのアクセス機能向上が求められていた。
○渋滞の緩和や、中部横断自動車道へのアクセス機能向上を目的に、平成２２年度からバイパス事業に着手。
○全体計画延長 約２．１ｋｍのうち、佐久市街地側 約１．０ｋｍのバイパス整備（平成27年4月23日部分開通）を行った。

・中佐都 地区

全体延長 Ｌ＝2,413m
幅 員 Ｗ＝6.0(12.0)m
事業期間 平成22年度～ （H27.4 部分開通）
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一般県道 塩名田佐久線 佐久市 中佐都 地区（社会資本整備総合交付金事業）
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佐久バルーンフェスティバル来場者数【産業・観光・地域振興】
①佐久バルーンフェスティバルの来場者数が増加

バイパスの部分開通により、フェスティバル会
場へのアクセス機能が向上

［来場者数:１万人増加］

佐久中佐都ＩＣ

（万人）

※来場者数・バルーン写真 佐久市から提供
来場者の声：聞き取り
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（H26.3月開通）
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（一）千曲川

来場者の声

バイパスが整備され、佐久中佐都ICから
会場までスムーズに行くことができた。


